


























7 0. 500A の電流で【 X 】秒間電気分解すると， 電解槽A で金属が 2.56 g析出

し た。 こ の とき電解槽 B で 発 生し た 気体の 体 積 は， 27 ℃, 1. 00 X 105 Pa で

【 Y 】 L になった。 X とY にもっとも近い値はどれか。 ただし， 電気分解で発生

した気体は水に溶けないものとする。

⑦ X  = 1. 54 X 104 Y = 0. 997 

④ X  = 1. 54 X 104 Y = 1. 99

⑨ X  = 1. 54 X 105 Y= 0.498 

@ X = 1. 54 X 105 Y = 0. 997 

@ X = 1. 54 X 105 Y = 1. 99

8 問題 7 の電気分解後． 電解槽A には 0. 50 L の水溶液が残っていた。 この水溶液

50mL を新しいビ ー カ ーに取り出した。 このとき， 電気分解によりpH が変化した

水溶液を中和するために適した水溶液と必要な溶液の体積はどれか。

® 0.10 mol/ L の塩酸， 20mL

④ 0.10 mol/L の塩酸， 40mL

@ 0.10 mol/ L の水酸化ナトリウム水溶液， 20mL

@ 0.10 mol/ L の水酸化ナトリウム水溶液， 40mL

@ 0. 20mol/L の水酸化ナトリウム水溶液， 40mL

-13- ◇M2(651ー25)

















22 正しいのはどれか。

⑦ ②は， ヨウ素デンプン反応を示す。

④ ①～⑤のすべての糖は． 水に可溶性である。

⑨ ①と②のみ， 分子内にグリコシド結合をもつ。

® ③と⑤の水溶液は， 銀鏡反応陰性である。

® ⑤の水溶液のみ， フェ ー リング液を還元する。

23 あるアミロペクチンをヨウ化メチル (CH3I) と反応させ， すべてのヒドロキシ基

をメチル化したのち， 希硫酸でグリコシド結合とグルコ ー スの1位の炭素に結合し

た -OCH滋加水分解したところ， 以下の3つの化合物が得られた。 このアミロペ

クチン（平均分子量3. 24 X 10り20. 2 gからA 0. 52 g, B 26. 6 g, C 0. 59 gが得ら

れたとするとこのアミロペクチン1分子中には何ヶ所の枝分かれが存在するか。

もっとも近い値を選べ。
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19 光を吸収して生物に一定の作用を及ぼす物質を光受容体と
よ

ぶ。 植物がもつ数種

類の光受容体のうちのひとつについて， 赤／遠赤色光に
よ

る分子構造の可逆的変

化， 吸収スペクトルを図1に示す。
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図l ある光受容体の(A)分子構造の可逆的変化， (B) 吸収スペクトル
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